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膝痛の有訴者率およびその危険因子
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目的　ADLを障害する原因の一つに膝痛があるが，疫学調査は少なく発症頻度や危険因子は不

明である。その原因疾患としては，変形性膝関節症など治療の困難な疾患が多く予防が重要

となっている。本研究は，膝痛の予防に必要な基礎的なデータとして，その有訴者率や危険

因子を明らかにする目的で行った。

方法　農業地区内の20歳から79歳までの全住民を対象に，膝痛の有無や性，年齢，身長，体重，

居住地域，農作業の有無に関する質間紙による調査を1996年1月から3月にかけて行った。

結論　(1)加齢は膝痛の大きな危険因子であり，60歳以上では約半数の者に膝痛が出現する。

　(2)膝痛は男性よりも女性に多く出現する。

　(3)女性では身長の高いほど，体重の重いほど膝痛が多い。しかしこのような傾向は男性で

は認められない。

　以上より，高齢者では半数以上の者が膝痛に悩まされ，膝痛の危険因子として女性，加

齢，さらには体型が重要であることが分かる。

　本研究の結果は，今後の膝痛予防のためのより具体的な指針の基礎となると考える。
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